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東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か
ら
11
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
大
震
災
に
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
尊
い
命
を
亡
く
さ

れ
ま
し
た
、
直
接
死
と
震
災
関
連
死
を
併
せ
た
49
名
の
方
々
の
ご

冥
福
を
祈
り
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第

６
波
の
収
束
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

町
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
患
者
の
発

症
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
、
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
陽
性
患

者
に
お
け
る
経
過
、
学
校
、
公
共
施
設
並
び
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
対

応
に
つ
い
て
現
況
を
精
査
し
、
防
災
行
政
広
報
無
線
を
通
じ
、
安

心
な
生
活
の
営
み
が
可
能
と
な
る
よ
う
広
報
活
動
に
万
全
を
期
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
住
民
に
対
し
て
は
、
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
を
求
め
る
「
広
野
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
集
中
対

策
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

独
自
の
支
援
策
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
中
小

企
業
者
等
支
援
事
業
補
助
金
」
や
「
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
備
」

等
を
実
施
し
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
役
場
職
員
の
時
差
出
勤
や
分

散
業
務
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
よ
り
、
２
回
目
の
接
種
日
か
ら
６
ヵ
月
が
経
過
さ
れ

た
方
か
ら
順
次
、
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
３
月
ま
で
に
接
種
対
象
者
の
町
民
の

羽
ば
た
く
感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
、
広
域
的
な
連
携

を
捉
え
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
、
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
内
の
二
医
療
機

関
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
４
月

よ
り
町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑
を
、
い
わ
き
市
の

と
き
わ
会
グ
ル
ー
プ
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
公
設
民
営
の
方
式

に
よ
り
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
独
自
の
健
康
福
祉
手
帳
の
作

成
や
広
野
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
令
和
３
年
10
月
に
は｢

脱
お
達

者
度
ワ
ー
ス
ト
１
・
脱
メ
タ
ボ｣

を
宣
言
す
る
な
ど
、｢

住
民
１
人

ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
、
社
会
の
実
現｣

を
大
き
な
目
標

に
掲
げ
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
新
た
な
施
策
を
展
開
し
、｢

住

ん
で
良
か
っ
た｣｢

住
ん
で
み
た
い｣

と
思
え
る｢

人
に
や
さ
し
い
ま

ち｣

を
標
榜
し
、｢

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り｣

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

福
島
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、
震
災
か
ら

の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
収
束
に
向
け
た
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
平
成
31
年
４
月
に
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
新
駅
の
開
業
と

と
も
に
全
面
再
開
を
迎
え
ま
し
た
。
今
季
よ
り
Ｊ
３
に
昇
格
し
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す

る
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
や
昨
年
４
月
よ
り
町
内
で
の
活
動
を
再
開
し
た
Ｊ

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
男
子
、
昨
年
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
優
勝
を
果
た
し
、
パ
リ
五
輪
を
目
指

す
ふ
た
ば
未
来
学
園
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
夏
季
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
出

と
広
野
町
の
伝
統
・
文
化
に
よ
り
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
拡

大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
よ
り
新
た
な
産
業

創
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
完
成
に
向
け
て
東

町
産
業
団
地
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
人

流
を
見
据
え
、
広
野
駅
東
側
に
住
宅
地
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

将
来
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
充
実
と
教
育
環
境
、
防
災
に
強
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

東日本大震災から東日本大震災から1111年を迎えて年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ

広
野
町
長
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東日本大震災から東日本大震災から1111年を迎えて年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ
50
％
、
５
月
ま
で
に
町
民
の
80
％
の
接
種
率
を
目
標
と
し
て
、
接

種
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
人
口
約
５
，
５
０
０
人
の
町
が
全
町
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
か
ら
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
外
か
ら
も
多
く

の
ご
支
援
・
ご
厚
情
を
賜
り
、
町
民
一
人
一
人
が
納
得
し
て
帰
還

す
る
「
幸
せ
な
帰
町
」
を
捉
え
、
町
内
に
お
い
て
は
、
避
難
し
て

い
た
町
民
の
９
割
を
超
え
る
方
が
帰
還
し
、
廃
炉
・
復
興
関
連
事

業
に
従
事
さ
れ
る
方
、
他
市
町
村
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
を
含
め
た

実
質
人
口
で
は
、
約
６
，
０
０
０
人
の
方
が
生
活
、
滞
在
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
除
染
や
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
に
よ
り

生
活
環
境
の
回
復
を
進
め
る
と
と
も
に
、
津
波
被
害
を
受
け
た
広

野
駅
東
側
で
は
防
潮
堤
、
嵩
上
げ
し
た
県
道
広
野
・
小
高
線
、
防

災
緑
地
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
常
磐
自
動
車
道
い
わ

き
中
央
Ｉ
Ｃ
か
ら
広
野
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化
の
供
用
が
開
始
さ

れ
、
緊
急
時
の
避
難
路
確
保
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
復

旧
・
復
興
業
務
支
援
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
ご
支
援
を
賜
っ
て

い
る
岐
阜
市
・
宮
崎
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、
広

野
町
で
生
活
す
る
皆
様
の
命
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
展
し
ま
し
た
。

　

広
野
駅
東
側
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、広
野
駅
前
東
口
広
場
が

完
成
し
た
ほ
か
、広
野
み
ら
い
オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
ハ
タ
ゴ
イ
ン
福

島
広
野
、馬
場
医
院
、広
野
薬
局
、広
野
町
商
工
会
等
が
立
地
し
、復

興
拠
点
と
し
て
の
環
境
整
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。｢

未
来
の

架
け
橋｣

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
、駅
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
広
野
駅
舎
の
改
修
を

行
い
、電
車
待
ち
を
し
て
い
る
学
生
や
町
民
等
が
安
心
・
安
全
に
利

用
で
き
る
環
境
、地
域
住
民
の
交
流
の
場
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
県
立
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
か
ら
形
成
さ
れ
現
在
約
１
，
０
０
０
人

の
園
児
、
児
童
、
生
徒
が
就
学
す
る｢

教
育
の
丘｣

に
お
い
て
、
町

の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
未
来
へ
大
き
く

通
し
て
、
住
み
良
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
や
新

規
起
業
に
よ
る
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
し
、
若
者
の
移
住
定
住
策

と
し
て
若
者
向
け
住
宅
開
発
を
行
い
、
住
宅
用
地
購
入
に
係
る
補

助
制
度
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

火
力
発
電
所
を
有
す
る
町
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
被
災
地
か
ら

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
国
・
県
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
踏
ま
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

取
り
組
み
、
新
た
な
展
望
へ
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月
５
日

に
行
っ
た
「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
に
基
づ
き
、

(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
を
始
め
と
す
る
町
内
企
業
や
脱
炭
素
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
協
働
で
、
持
続
可
能
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
地
域
社
会
実
現
に
向
け
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
を
燃
料
と
す
る

次
世
代
火
力
発
電
技
術
の
開
発
を
含
め
た
「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
Ｅ
Ｖ
車
等
や
急

速
充
電
設
備
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
里
の
歴
史
、伝
統
、文
化
に
対
す
る
誇
り
と「
継
往
開
来
」を

胸
に
、広
野
町
は
本
年
を

ふ
る
里
復
興
・
創
生「
継
承
の
年
」


と
位
置
付
け
、
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
と
な
る
新
た
な
10
年
へ

向
け
て
「
創
生
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
確
か

な
創
生
へ
の
町
づ
く
り
の
創
出
へ
向
け
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
念
頭
に
、
新
た
な
時
代
の

安
心
・
安
全
な
防
災
に
強
い

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
か

つ
確
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
被
災
地
の
復
興
・
創
生
は
、
未
だ
道
半
ば
に
あ
り
、

福
島
・
双
葉
地
方
か
ら
復
興
・
創
生
へ
、
互
い
に
尊
敬
し
合
っ
て

強
固
な
結
束
と
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、
ふ
る
里
の
伝
統
文
化
を

継
承
し
、
き
ら
り
と
光
る
未
来
創
造
の
ま
ち
広
野
を
創
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　

　

町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

写真提供：アジア航測㈱写真提供：アジア航測㈱
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新型コロナワクチンの
３回目接種実施について

 ３回目のワクチン接種は、「集団接種」で実施します。
　広野町は、令和４年２月から「集団接種」を基本として、新型コロナワクチンの３回目接種
を実施し、町内医療機関での個別接種による３回目接種は実施しません。（一部の方を除く。）
　また、令和３年12月末に「３回目接種に係る意向確認」を町民の皆様にご郵送させていただ
いております。
　今後、広野町における集団接種は、次のとおり実施します。ワクチン接種券と一緒に接種日
時と接種会場をご案内しておりますので、ご確認ください。
　接種計画はについては、３月末で５割、５月末で８割の接種率を目指し、関係機関と連携し、
集団接種に取り組んでいきます。
　新型コロナワクチンの接種を希望する５歳から11歳までのお子様のワクチン接種について
は、双葉郡内８町村が連携し、ふたば医療センターを接種会場として、令和４年３月から実施し、
４月接種完了を目指し取り組んでいます。
　なお、令和４年６月以降は、町内医療機関において個別接種により実施します。

集団接種実施日程 ワクチンの種類 会　　場 その他

令和４年２月５日 ファイザー社 広野町保健センター

終   

了

令和４年２月26日 モデルナ社／ファイザー社 広野町保健センター

令和４年３月12日
ファイザー社 広野町保健センター

モデルナ社 広野町中央体育館

令和４年３月26日
ファイザー社 広野町保健センター

モデルナ社 広野町中央体育館

令和４年４月23日
ファイザー社 広野町保健センター

モデルナ社 広野町中央体育館

令和４年５月28日
ファイザー社 広野町保健センター

モデルナ社 広野町中央体育館

３回目のワクチン接種は、「接種日」「接種場所」を
予め広野町からご連絡させていただきます。
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＊＊＊ 広野町コロナワクチンコールセンター ＊＊＊
　広野町が実施する集団接種を希望されない方、接種日を変更したい方は、「広野町ワクチンコールセンター」
までご連絡いただき、予約の変更をお願いします。
　ご連絡やお問い合わせの際には、下記の曜日および時間帯にお願いします。

コールセンター稼働日

平日のみ 【月曜日～金曜日（祝祭日を除く）】
※受付時間に変更はありません。

（午前８時30分～午後５時15分）

広野町の集団接種を
希望されない方へ

住所地外で接種を希望される方
　これまで同様、かかりつけの医療機関などで接種を希望される場合、希望の接種施
設が立地する役所へお問い合わせいただき、住所地外接種のお手続きを行ってくださ
い。また、広野町において住所地外接種を希望される場合は、広野町ワクチンコール
センターまでお問い合わせください。

医療従事者などの優先接種対象の方
　これまでどおり、お勤めの医療機関や老人福祉施設などで実施される接種体制に準
じて、３回目の接種を受けていただきます。　広野町は、２回目のワクチン接種から
一定期間経過するまで、３回目のワクチン接種券を発送いたしません。優先接種により、
早期に接種券の発行を希望される方は、広野町ワクチンコールセンターまでご連絡く
ださい。なお、諸事情により、広野町における集団接種を希望される場合、広野町ワ
クチンコールセンターまでご連絡ください。

病院にご入院、施設にご入所されている方
　ご利用されている病院や施設の接種体制に従って接種していただきますので、広野
町で実施する「集団接種」への割り当てを行う予定はございません。広野町は、２回
目のワクチン接種から一定期間経過するまで、３回目のワクチン接種券を発送いたし
ません。優先接種により、早期に接種券の発行を希望される方は、広野町ワクチンコー
ルセンターまでご連絡ください。

１

２

３

問  広野町コロナワクチンコールセンター　☎0120ｰ567ｰ513
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いわきFCとの「地域創生に関する
パートナーシップ協定」

　３月20日（日）、プロサッカーチーム「いわきFC」
を運営する株式会社いわきスポーツクラブとホームタ
ウン自治体である８市町村が相互に連携を図り、双方
の資源を有効に活用した取組みを推進することを目的
として、「地域創生に関するパートナーシップ協定」
を締結しました。
　協定式は、J３ホーム開幕戦に合わせて開催され、
遠藤町長をはじめとし、各市町村の首長らが協定式に
参加しました。

↑ホーム開幕戦に合わせ行われた協定式

広野中学校
｢３．１１を考える会｣ を開催

　３月９日（水）、広野町立広野中学校 ｢３.11を考え
る会｣ が広野中学校体育館で開催されました。講師に
は全国高校総体の1500メートルで優勝し、箱根駅伝
に出場した早稲田大学４年　競走部部長距離ブロック
副主将の半澤　黎斗さんをお招きしました。
　半澤さんは、小学生や中学生の目線で見た震災当時
の現状や苦労などを中学生に伝え、｢いろいろなもの
を見たり聞いたりして視野を広げ、自分が本当にやり
たいこと見つけて欲しい｣ とエールを送りました。

↑後輩に東日本大震災の経験を語る半澤黎斗さん

福島県知事への緊急要望を実施

　３月25日（金）、福島県町村会長である遠藤智町長は、
この度の福島県沖地震により、町内において約２千万円
の被害、福島県内においても甚大な被害が生じているこ
とを踏まえ、内堀雅雄知事に緊急の要望活動を実施し
ました。国に対し、災害救助法における応急救助を万全
に行うための予算の確保、県に対し、災害救助法の対
象とならない一部損壊家屋の修繕等に対する県独自の
支援策、東京電力に対し、わかりやすい正確な情報発
信などについて要望しました。町は、被害の大きい相馬
市・南相馬市に物的支援、断水の被害に見舞われた双
葉地方の町村に水の供給、桑折町に３月24日（木）より
人的支援を行っております。

↑内堀知事（右）に要望書を手渡す遠藤町長（左）

広野こども園　
県建築文化賞　優秀賞を受賞

　３月３日（木）、第37回福島県建築文化賞の表彰状
授与式が南相馬合同庁舎で開催され、広野こども園（ひ
ろぱーく）が優秀賞を受賞しました。
　授与式には、遠藤町長が出席し、相双建設事務所長
より表彰状および副賞を手渡されました。
　軒先を低く造ることで、子どもの目線で海や空や山
などの自然を身近に感じられる設計になっており、子
どもの世界創り出していることが評価されました。

↑相双建設事務所長（右）より表彰状を手渡された遠藤町長（左）
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東日本大震災追悼献花を実施

　３月11日（金）、東日本大震災から11年となり、震
災で尊い命を亡くされた方や未だ行方不明のままと
なっている方に対し、震災記念公園にて追悼の献花を
行いました。松本副町長や北郷議長など約50人が参列
し、犠牲者の冥福を祈りました。松本副町長は、「犠
牲となられた方々の思いを胸に刻み、この震災からの
復興を必ずや成し遂げ、町民一丸となって新たな時代
の安心・安全な防災に強い「共生のまちづくり」に邁
進する」と挨拶しました。

↑サイレンとともに黙祷を捧げる参列者

あぶくま信用金庫　
企業版ふるさと納税　贈呈式

　３月１日（火）、広野町役場全員協議会室において、
あぶくま信用金庫 太田福裕理事長より企業版ふるさと
納税としての寄附金50万円ならびに同信金が２年ぶ
りに改訂、発刊した相双地方の魅力を紹介するガイド
ブック「福相双」40冊を広野町に寄贈いただきました。
　贈呈式で太田理事長は、「平成28年に締結した地域
密着総合連携協定に基づく取り組みとして災害に強い
社会実現に役立てていただければ幸いです」とあいさ
つしました。

↑太田理事長（左）より寄附を受ける遠藤町長（右）

ひろのてらす６周年
「春を告げるセール」を開催

　３月25日（金）、イオン広野店をキーテナントとし
た公設商業施設「ひろのてらす」がオープン６周年を
記念してひろのてらす６周年「春を告げるセール」を
開催しました。
　買い物をはじめ、交流、憩いの場として多くの皆様
にご支援とご愛顧をいただき、震災から11年を迎える
令和３年３月に、オープン６周年を迎えることができ
ました。
　オープン６周年を記念して、来場者に移住定住に関す
るパンフレットや広野町のPRグッズを手渡しました。

↑６周年を記念してテナントのみなさんにあいさつをする
　遠藤町長

広野町ゼロカーボンビジョンを策定

　町は、３月22日（火）、脱炭素社会の実現に向けた
基本方針となる「ゼロカーボンビジョン」を策定しま
した。有識者らでつくるゼロカーボンビジョン策定委
員会の委員で早稲田大学環境総合研究センターの永井
祐二准教授が役場を訪れ、遠藤智町長に基本方針に関
する報告書を手渡しました。
　町内の年間電力消費量の100％相当を2030年まで
に再生可能エネルギーで発電する目標を掲げ、ビジョ
ンの実現に向け取り組んでいきます。

↑遠藤町長（右）に報告書を手渡す永井准教授（左）
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令和４年度令和４年度  広野町施政方針広野町施政方針

『
い
の
ち
を
守
り
』
に

つ
い
て
の
事
業

町
の
健
康
課
題

　

高
血
圧
や
高
脂
血
症
、肥
満
、

糖
尿
病
な
ど
に
よ
る
心
臓
病
や

脳
血
管
疾
患
の
循
環
器
疾
患
が

多
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
令

和
３
年
12
月
に
県
が
公
表
し
た

お
達
者
度
に
お
い
て
、
男
性
が

県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
女
性
が

ワ
ー
ス
ト
７
位
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
健
康

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和

３
年
10
月
、「
脱
お
達
者
度
ワ
ー

ス
ト
１
、
脱
メ
タ
ボ
」
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
町
独
自
の
「
広

野
町
健
康
福
祉
手
帳
」、「
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
や
「
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
利
用
助
成
事

業
」
な
ど
、
健
康
増
進
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
、赤
ち
ゃ
ん
・

子
ど
も
か
ら
働
き
盛
り
世
代
、

高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
の
み

ん
な
が
「
家
庭
」、「
地
域
」、「
行

政
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
意
識

す
る
と
と
も
に
、相
互
に
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
、「
日
本
一
元
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
の
医
療
体
制

　

医
療
環
境
の
充
実
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
環

境
向
上
推
進
事
業
を
継
続
し
、

休
診
日
等
の
当
番
制
に
よ
る
診

療
体
制
を
整
え
、
医
療
機
関
に

対
す
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
町
内
医
療
機
関

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
介
護
保
険
に
お
け
る
保

険
税
・
保
険
料
お
よ
び
一
部
負

担
金

　

上
位
所
得
層
を
除
く
被
保
険

者
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
免
除

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、保
険
税
・

保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
３
月
分
ま
で
、
一
部
負

担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

５
年
２
月
28
日
ま
で
免
除
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
上

位
所
得
層
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
険
税
・
保
険
料
及
び
一

部
負
担
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

「
広
野
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築

　

平
成
31
年
１
月
に
「
住
民
一

人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

町
、
社
会
の
実
現
」
を
大
き
な

目
標
に
掲
げ
、「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
宣
言
を
行
い
、
地
域

が
抱
え
て
い
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
様
々
な
課
題
に
対
し
迅

速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
包
括
的
な
地
域
連
携
を
図

る
「
広
野
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
行
政
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
町
内
２
医
療
機
関
の
４

機
関
に
よ
り
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

広野町特別養護老人ホーム花ぶさ苑開所式　記念植樹

高
齢
者
福
祉

　

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
、

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
高
齢
者
の

見
守
り
体
制
を
構
築
す
る
た
め

「
広
野
ま
る
ご
と
応
援
隊
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
普
及
に
努

め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
を
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉

　

障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障

が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や

地
域
生
活
支
援
事
業
を
通
じ
て

日
常
生
活
を
支
援
し
、
各
種
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業

務
の
充
実
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
通

所
事
業
所
ま
で
の
移
動
支
援
事

業
、
障
が
い
児
等
が
通
う
通
所

事
業
所
の
備
品
購
入
支
援
事
業

は
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す

る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

積
極
的
に
実
施
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

　第１回広野町議会定例会で遠藤智町長が令和４年度の広野町の施政方針を表明しました。

町の進む未来や今後の取り組みをお伝えします。

いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町
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て
い
き
ま
す
。
必
要
な
方
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供

で
き
る
体
制
整
備
を
行
い
、
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

放
射
線
健
康
管
理
事
業

　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
に
加

え
、
放
射
線
出
前
講
座
や
講
演

会
を
実
施
し
、
放
射
線
に
よ
る

健
康
不
安
の
軽
減
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
町
民
の
食
品
に
対
す

る
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
公
民
館
に
お
い
て
自
家
消

費
野
菜
等
の
放
射
能
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
や
町

内
に
帰
省
を
希
望
す
る
学
生
、

成
人
式
参
加
者
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
助
成
事
業
の
継
続
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

対
象
を
全
町
民
に
拡
大
し
、
感

染
拡
大
防
止
を
図
り
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
得
る
た

め
、
安
心
な
生
活
の
営
み
が
可

能
と
な
る
よ
う
広
報
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
　

的
確
な
情
報
発
信
を
行
い
、

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑

に
進
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
確

実
に
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

新型コロナウイルスワクチン集団接種

母
子
保
健

　

子
育
て
世
代
へ
寄
り
添
い
な

が
ら
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
妊
産
婦
健
康
診
査
、
乳

幼
児
健
康
診
査
、
各
種
予
防
接

種
助
成
事
業
、
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施

い
た
し
ま
す
。
出
生
並
び
に
子

育
て
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
特
定

不
妊
治
療
お
よ
び
一
般
不
妊
治

療
、
不
育
治
療
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
医
療
費
助
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

児
童
虐
待

　

役
場
内
関
係
各
課
お
よ
び
児

童
相
談
所
等
の
福
祉
関
係
機

関
、学
校
等
の
教
育
関
係
機
関
、

警
察
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

図
り
、
虐
待
防
止
、
早
期
発
見

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　

広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
立

哨
活
動
を
通
し
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
す
。
高
齢
者
が

当
事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
減

少
を
図
る
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業
と
高
齢
運

転
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間

違
い
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
自
動
車
急
発
進
防
止
装

置
を
設
置
す
る
経
費
の
一
部
を

支
援
す
る
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

防
犯
対
策

　

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
広
野
町
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
、
双
葉

警
察
署
、
防
犯
指
導
隊
等
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
、
町
内
に

お
け
る
犯
罪
抑
止
や
災
害
時
の

初
期
対
応
に
よ
り
、
町
民
や
町

外
か
ら
避
難
し
て
い
る
滞
在
者

等
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
犯

罪
に
対
す
る
抑
止
力
の
向
上
を

推
進
す
る
た
め
、
住
宅
用
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
者
に
対
し
経
費

の
一
部
を
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。

防
災
・
防
火
対
策

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活

か
し
、
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら

地
域
住
民
の
生
命
を
守
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
の
も

と
、
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊

と
連
携
し
、
火
災
予
防
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管

理
お
よ
び
整
備

　

道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、

下
水
道
施
設
の
点
検
を
実
施

し
、
道
路
や
下
水
道
施
設
の
計

画
的
な
補
修
に
よ
る
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
り
、
安
全
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
危
険
個
所
、
未
改
良
区
間

の
解
消
を
計
画
的
に
実
施
し
、

町
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
安
心
安
全
な
道

路
網
を
形
成
し
、
有
事
の
際
の

緊
急
車
両
の
通
行
お
よ
び
通
勤

通
学
時
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

『
人
を
活
か
し
』
に

つ
い
て
の
事
業

農
業

　

営
農
再
開
10
年
目
と
な
り
ま

す
令
和
４
年
産
米
の
作
付
け
に

つ
い
て
、
福
島
県
よ
り
生
産
面 津波避難訓練
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積
の
目
安
と
し
て
１
８
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
に
営
農
を
行
う
農
家

に
対
し
て
は
、
国
の
経
営
所
得

安
定
対
策
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り

ま
す
。
本
町
の
よ
う
な
中
山
間

地
域
で
は
、高
齢
化
が
進
む
中
、

農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
面
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
育

成
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維
持

を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
を
防
ぎ
、
水
源
涵
養
、
洪
水

防
止
、
土
砂
崩
壊
防
止
等
の
多

面
的
機
能
を
継
続
的
、
効
果
的

に
発
揮
す
る
た
め
、
多
面
的
機

能
支
払
事
業
お
よ
び
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
農
用
地
等
の
地
域
資

源
の
保
全
管
理
に
必
要
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
福
島
県
営

農
再
開
支
援
事
業
を
活
用
し
、

イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
被
害
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

土
地
利
用
型
農
業
の
収
益
向

上
を
図
る
た
め
、
基
幹
作
物
で

あ
る
主
食
用
米
の
特
別
栽
培
米

や
有
機
栽
培
米
を
促
進
し
、
付

加
価
値
の
高
い
米
の
生
産
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
、
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

納
税
者
の
皆
様
に
、
広
野
産
特

別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
広
野

産
米
で
造
っ
た
日
本
酒
、
広
野

産
無
農
薬
バ
ナ
ナ
「
綺
麗
」
な

ど
を
返
礼
品
と
し
て
送
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
魅
力
や

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
を

行
い
、
特
産
品
の
販
売
促
進
や

消
費
拡
大
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。
令
和

４
年
度
に
お
い
て
も
返
礼
品
の

品
数
を
増
や
す
た
め
、
魅
力
あ

る
商
品
の
発
掘
に
取
り
組
み
ま

す
。
町
農
産
物
の
価
値
を
伝

え
、
販
売
・
消
費
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
秋
に
は
収
穫
祭
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
町
外
で
開

催
さ
れ
る
様
々
な
物
産
展
等
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
す
。

　

担
い
手
農
家
の
経
営
規
模
拡

大
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
が
行
な
え
る
よ
う
、国
、

県
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

町
内
７
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業

を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
に
お
け
る
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
等
の
増

加
な
ど
の
人
と
農
地
の
問
題
解

決
を
図
り
、
地
域
農
業
を
守
り

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
を
念
頭
と
し
て
、
担
い
手
農

家
へ
効
率
的
な
農
地
の
集
積
・

集
約
を
図
る
た
め
の
「
人･

農
地

プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
と
農
地
中

間
管
理
事
業
の
活
用
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
農
業
振
興
と

農
業
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
、

広
野
町
農
業
次
世
代
人
材
育
成

奨
学
金
に
よ
り
、
そ
の
修
学
に

必
要
な
資
金
を
貸
付
し
、
農
業

経
営
の
安
定
と
優
れ
た
農
業
担

い
手
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

町
民
等
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
さ
せ
、
需
要
を
喚
起
す
る
こ

と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
い
ま
だ
避
難
し

て
い
る
町
民
の
帰
還
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
令
和

４
年
度
に
お
い
て
も
、
町
民
お

よ
び
町
に
法
人
登
録
し
て
い
る

事
業
所
や
商
工
会
加
盟
店
に
勤

務
し
て
い
る
方
を
販
売
対
象
者

と
し
て
事
業
効
果
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

プレミアム商品券販売会

旧
広
野
幼
稚
園
舎
を
改
修
し
整

備
し
た
文
化
交
流
施
設

　

既
存
の
公
民
館
活
用
に
加
え

て
、
多
く
の
人
が
集
う
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、
新
し
い

活
動
拠
点
の
場
、
交
流
の
場
そ

し
て
町
民
憩
い
の
場
と
な
り
、

地
域
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
よ

う
な
町
の
財
産
と
し
て
、
町
民

が
歴
史
を
は
じ
め
多
く
の
文
化

に
触
れ
、
受
け
継
ぎ
、
創
造
し
、

発
信
す
る
「
文
化
の
薫
り
高
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

『
未
来
を
つ
く
る
町
』
に

つ
い
て
の
事
業

移
住
・
定
住
、
企
業
誘
致
、
雇

用
創
出

　

原
発
避
難
地
域
で
は
、
現
在

ま
で
帰
還
を
促
進
す
る
施
策
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
地
域
の
復

興
・
再
生
に
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
お
よ
び
県
が
12
市
町

村
と
一
体
と
な
っ
た
体
制
を
構

築
し
、
移
住
促
進
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
新
た
な
活
力
を
呼

び
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
は
、「
第
５
次
町
勢
振
興

計
画
」
で
定
め
た
「
子
ど
も
の

歓
声
と
と
も
に
新
た
な
時
代
を

拓
く
ま
ち
」
を
念
頭
に
、「
広

野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
で
具
体
的
な
ビ

ほ場整備
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ジ
ョ
ン
・
目
標
を
定
め
て
お
り

「
広
野
町
移
住
・
定
住
促
進
中

期
戦
略
」
の
も
と
、
移
住
者
の

受
け
皿
と
な
る
若
者
・
子
育
て

世
代
に
向
け
た
住
宅
団
地
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。
就
労
の
場

と
し
て
、
広
野
駅
東
側
第
一
期

開
発
地
区
に
お
け
る
産
業
団
地

の
造
成
や
広
野
工
業
団
地
の
再

整
備
に
よ
り
企
業
進
出
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
現
在
、
除

染
廃
棄
物
等
の
仮
置
き
場
と
し

て
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
た
東

町
地
区
仮
置
場
を
「
東
町
産
業

団
地
」
と
し
て
新
た
に
造
成
を

行
い
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
に

よ
り
働
く
場
の
確
保
、
雇
用
の

創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

広
野
駅
周
辺
整
備

　
「
広
野
駅
周
辺
整
備
の
基
本

事
項
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
未
来
の
か
け
橋
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
は

令
和
３
年
度
内
の
完
成
を
見
込

ん
で
お
り
、
駅
構
内
こ
線
橋
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に

お
い
て
も
令
和
４
年
度
の
第

一
四
半
期
に
完
成
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
駅
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め

駅
舎
の
改
修
を
行
い
、
電
車
待

ち
を
し
て
い
る
学
生
や
町
民
等

が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る

環
境
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
の
推
進

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
や
双
葉
地
方
の
復
興
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
自
動
運
転
や
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
は
じ
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
、
ほ
場
整
備
に

よ
る
大
規
模
化
・
機
械
化
に
よ

る
効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
経

営
の
実
現
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
に
お
い
て
研
究
開
発
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
技
術
や
人
材

が
当
地
域
の
産
業
再
生
・
復
興

の
原
動
力
と
な
る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
は
、
そ
の
拠

点
と
な
る
研
究
施
設
の
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
的
役
割
を
果
た
し
、

当
地
域
の
復
興
に
弾
み
を
付
け

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

重
点
分
野
に
つ
い
て
は
、
地

元
企
業
や
高
等
学
術
機
関
に
加

え
て
国
際
機
関
な
ど
、
産
学
官

の
連
携
を
強
化
し
て
行
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。浜
通
り
の
現
状
・

課
題
を
整
理
し
、
技
術
の
実
用

化
お
よ
び
具
体
化
に
向
け
本
格

的
な
事
業
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
専
門
家
を
は
じ
め
知
見
を

有
す
る
人
材
を
配
置
し
、
経
営

戦
略
の
構
築
、
地
元
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
誘
致
な
ど
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
念
頭
に
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
町
に
立
地
す
る
県
立
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
に
は

約
５
５
０
人
の
生
徒
が
、
自

立
、
協
働
、
創
造
の
校
訓
の
も

と
勉
学
に
励
ん
で
お
り
、
浜
通

り
に
進
出
し
た
研
究
機
関
や
企

業
の
求
め
る
人
材
育
成
に
と
っ

て
の
実
学
の
場
と
し
て
、
最
も

重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
高

度
な
就
学
の
場
で
あ
る
大
学
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
連
携
を
深

め
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る
早

稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
、
東
京
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
日
本
国

際
大
学
、
福
島
高
専
と
の
取
り

組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組
み

　

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ

る
大
災
害
を
伴
う
気
候
変
動
か

ら
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を
目
的
と

し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
世
界

の
潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ

が
国
に
お
い
て
も
、
パ
リ
協

定
に
基
づ
く
長
期
戦
略
と
し

て
、
今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
力
発
電
所
を
有
す
る
町
と

し
て
、
脱
炭
素
技
術
の
開
発
促

進
、
経
済
的
な
合
理
性
、
国
等

の
政
策
と
の
整
合
性
を
踏
ま

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

補
完
を
成
し
得
な
が
ら
、
広
野

火
力
発
電
所
の
事
業
者
で
あ
る

(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
、
持

続
可
能
な
将
来
像
を
描
く
た

め
「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
、
協
定
を

締
結
し
て
い
る
早
稲
田
大
学
環

境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
全
面

的
な
協
力
の
も
と
「
広
野
町
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
後
、
環
境
省

の
指
導
の
も
と
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、「
広

野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
」を
念
頭
に
、太
陽
光
・
風
力
・

「未来のかけ橋」へのエレベーター設置工事

ゼロカーボンビジョン策定委員会
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バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
Ｅ

Ｖ
車
等
や
急
速
充
填
設
備
の
設

置
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
社

会
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
対
応
し
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

　

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
よ
り

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

維
持
と
表
土
の
流
出
に
伴
い
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の

拡
散
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
年
度
計
画
に
基
づ
き
、
令

和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
上
浅

見
川
字
小
名
入
、
折
木
字
大
田

川
な
ど
、
約
56
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
の
大
切
な
水
資
源
確
保
の

た
め
、
町
の
水
源
地
と
し
て
の

水
源
か
ん
養
保
安
林
を
捉
え
、

森
林
自
体
の
保
水
力
向
上
と
山

地
災
害
防
止
に
向
け
た
森
林
整

備
が
重
要
で
あ
り
、
林
業
専
用

道
「
狼
山
・
叶
沢
線
」
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

魅
力
あ
る
教
育

　

令
和
２
年
度
（
小
学
校
）、

３
年
度
（
中
学
校
）
よ
り
全
面

実
施
さ
れ
て
い
る
現
行
の
学
習

指
導
要
領
お
よ
び
第
二
次
広
野

町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教

育
活
動
を
展
開
し
、
県
立
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
と
の

連
携
を
見
据
え
な
が
ら
、
広
野

町
立
学
校
独
自
の
魅
力
あ
る
教

育
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

タブレットを使用した授業の様子

　

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学

校
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
、
人

権
教
育
の
理
念
を
基
に
し
た
授

業
の
充
実
、
小
学
校
高
学
年
教

科
担
任
制
の
導
入
、
一
人
１
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
教
育
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
授

業
お
よ
び
家
庭
学
習
に
お
い
て

活
用
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、

本
町
の
教
育
実
態
に
即
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
小
中
連
携
体
制
を
生

か
し
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
と

学
校
で
組
織
す
る
「
授
業
改
善

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
町
立

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を

分
析
し
、
学
力
向
上
に
向
け
た

町
内
の
授
業
研
究
会
・
指
導
法

改
善
の
研
修
会
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す

る
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
、
外
国
語

指
導
助
手
を
活
用
し
た
英
語
教

育
に
加
え
、
中
学
校
に
お
い
て

異
文
化
交
流
、
国
際
理
解
や
国

際
協
調
の
学
び
を
目
的
と
し
た

東
日
本
国
際
大
学
と
の
交
流
事

業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
イ
）
を

始
め
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
合

同
で
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル

ズ
異
文
化
交
流
宿
泊
体
験
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
学

び
の
創
造
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
人

的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、
映

像
制
作
を
通
し
て
「
ふ
る
さ
と

広
野
町
」
の
良
さ
を
再
発
見

し
、
伝
統
と
文
化
を
見
つ
め
直

す
こ
と
で
、
広
野
町
の
未
来
と

地
域
の
復
興
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的
と
し

た
「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

作
成
し
た
地
域
学
習
用
副
読
本

（
小
学
生
向
け
）
を
契
機
と
し
、

地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
事
象
や
歴
史
的
背
景
等

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
令
和
４
年
４
月
よ
り

町
立
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
共

に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

学
校
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特

別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒

一
人
一
人
に
対
し
「
個
別
の
教

育
支
援
計
画
」
を
作
成
し
、
専

門
機
関
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
支
援
員
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
個
に
応
じ
た
支
援
体

制
を
構
築
し
ま
す
。
校
種
間
で

の
連
携
を
図
り
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
が
構
築
で
き
る
よ

う
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」

の
内
容
を
年
度
末
に
見
直
し
、

次
年
度
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

生
涯
学
習
事
業

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
捉

え
、
多
様
化
す
る
社
会
教
育
や

家
庭
教
育
に
対
処
で
き
る
学
び

の
場
と
し
て
、各
種
文
化
教
室
、

文
化
展
、
生
涯
学
習
発
表
会
等

の
文
化
活
動
並
び
に
ス
ポ
ー
活

動
を
展
開
し
、
地
域
間
及
び
世

代
間
の
交
流
の
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

広野中学校｢グローバルデイ｣
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令
和
４
年
度 

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
に
必
要
な
令
和
４
年
度
の

当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計別予算の状況
予　　算　　額 対前年度増減率（％）

一　　般　　会　　計 60億2975万3000円 9.0

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 8億1114万0000円 ▲ 0.5

土 地 開 発 事 業 5億8748万3000円 285.7

公 共 下 水 道 事 業 2億2188万0000円 4.3

農業集落排水事業 4183万0000円 5.5

介 護 保 険 6億1420万3000円 ▲ 7.4

後 期 高 齢 者 医 療 2008万1000円 ▲ 6.3

小　　　　　　 計 22億9661万7000円 20.6

合　　　計 83億2637万0000円 11.9

歳入合計
60億2975万3千円

町税
33億1103万1千円

54.9%

譲与税等
5億5413万円9千円
9.2%

国庫支出金
10億3593万7千円

17.2%

県支出金
6億6400万2千円

11.0%

繰入金
2億773万3千円
3.4%

使用料・諸収入等
2億5691万円
4.3%

町債 1千円
 0%

歳入

町民1人に
使われるお金

歳出合計金額
60億2975万３千円を

令和４年２月末日現在の
住民基本台帳人口

4,684人で
算出しています。

衛 生 費 民 生 費 総 務 費 歳　出　総　額
保健衛生、ごみの
清掃、し尿処理な
ど

社会福祉や生活扶
助など

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など

91,516円 170,772円 435,694円 1,287,308円
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＊
総
務
課

・
町
民
号
運
行
事
業

＊
町
民
税
務
課

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業

＊
復
興
企
画
課

・
広
野
町
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
事
業

・
心
の
復
興
支
援
事
業

・
広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業

・「
ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
」
運
営
事
業

・
駅
東
側
第
２
期
開
発
住
宅
用
地
取

得
支
援
事
業

・
移
住
・
定
住
促
進
事
業

・
津
波
被
災
者
等
住
宅
再
建
支
援
事

業
・
復
興
道
路
整
備
事
業

・
広
野
駅
周
辺
整
備
事
業

＊
健
康
福
祉
課

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業

・
健
康
づ
く
り
啓
発
普
及
事
業

・
放
射
線
健
康
管
理
事
業

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

＊
こ
ど
も
家
庭
課

・
言
葉
の
教
育
事
業

・
学
校
法
人
昌
平
黌
と
の
交
流
事
業

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

・
小
児
用
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
助
成
事
業

＊
環
境
防
災
課

・
東
町
仮
置
場
原
形
復
旧
事
業

・
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

・
た
め
池
放
射
性
物
質
調
査
事
業

＊
産
業
振
興
課

・
林
業
専
用
道
整
備
事
業

・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

・
広
野
町
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典
事
業

・
福
島
県
事
業
再
開
・
帰
還
促
進
事

業
＊
建
設
課

・
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
事
業

・
道
路
維
持
補
修
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
北
釜
・
大

谷
地
原
線
ほ
か
）

・
橋
梁
整
備
事
業

・
河
川
維
持
事
業

＊
学
校
教
育
課

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
事

業
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業

・
ふ
る
さ
と
創
造
・
映
像
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
町
営
学
習
塾
（
広
野
中
学
校
学
習

支
援
）
事
業

・
学
校
給
食
無
償
化
事
業

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

＊
生
涯
学
習
課

・
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
事
業

・
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
業

・
文
化
交
流
施
設
整
備
事
業
（
Ⅱ
期

工
事
）

重　
点　
事　
業

歳出合計

60億2975万3千円

総務費
20億4079万1千円

33.8%

民生費
7億9989万4千円

13.3%
衛生費
4億2866万1千円
7.1%

農林水産業費
5億8379万5千円 9.7%

商工費
1億5653万円2千円
2.6%

土木費
10億927万円6千円

16.7%

消防費
2億5890万7千円 4.3%

教育費 4億5721万円 7.6%
公債費 2億310万8千円 3.4% その他議会費等

9157万9千円
1.5% 歳出

その他議会費など 公 債 費 教 育 費 消 防 費 土 木 費 商 工 費 農林水産業費
議会運営・災害復
旧など

起債償還など 教育・文化・スポー
ツ施設の充実など

消防・水防・防災
対策など

道路・橋・町営住
宅の建設、維持管
理など

商工業振興や観光
振興など

農業・林業・水産
業の振興など

19,551円 43,362円 97,611円 55,275円 215,473円 33,418円 124,636円
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令和４年度における町税の課税情報

令和４年度における町税の課税情報を下記のとおりお知らせします。
納期限内に忘れずに納めるようにしましょう。

問  広野町　町民税務課　賦課係　☎0240ｰ27ｰ4160

■軽自動車税
　納税通知書は、４月26日に発送予定です。納期限は、５月31日です。
　軽自動車税の賦課期日は従来どおり４月１日です。毎年４月１日現在で登録されている軽自動車の所
有者に対して、軽自動車税が課税されます。
　また、令和４年度から、軽自動車税納税通知書は４月下旬に発送し、納期限は５月末となります。
　賦課期日（４月１日）の軽自動車の取得・廃車などの状況を確認できる時間を十分に確保し、より適
正な課税を図るとともに、納付までの期間を十分に確保するためです。

◎軽自動車（４輪および３輪）
　平成27年４月１日以後に最初の新規検査をされる車は、税率欄の「②（現行税率）」、平成29年４月
１日以後の賦課期日（毎年４月１日）現在に、最初の新規検査から13年を経過する車両※は、税率欄の

「③（重課税率）」が適用されます。令和４年度は、最初の新規検査年月が平成21年３月以前の車両が重
課税率の対象になります。また、平成27年３月31日以前に最初の新規検査をした車両は、13年を経過
するまでは、税率欄の「①（旧税率）」のとおりとなります。

種類および用途区分
税　率（１台）

①旧税率 ②現行税率 ③重課税率

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨　物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円
※�動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の

軽自動車および被けん引車を除きます。
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■固定資産税
　納税通知書は、４月15日に発送予定です。
　土地および家屋については、町内全域において通常課税となります。
　家屋における原子力災害による軽減率については、引き続き継続しますが、り災証明書の被害の程度
が半壊以上の家屋で、既に修繕を行っている家屋については、昨年に引き続き、修繕率に応じて軽減率
が変更となります。また、住宅を新築した場合、その住宅の住居として用いられている部分（居住部分）
の床面積が120㎡までのものは全部、120㎡を超えるものは120㎡分に相当する税額が、一定期間１／
２に減額されます。

■町県民税
　普通徴収の納税通知書は、６月15日に発送予定です。
　なお、給与特別徴収の納税通知書は、５月13日に発送予定です。

■国民健康保険税
　納税通知書は、７月15日に発送予定です。
　昨年度に引き続き、基準総所得金額などが600万円以下の世帯につきましては、減免となります。

■税務証明について
　令和４年度の固定資産評価証明については、４月１日から発行が可能となります。また、令和４年度
の所得証明および課税証明については、町県民税が特別徴収となっている方は５月13日から、それ以外
の方は６月15日から発行が可能となります。

■令和４年度の納付について
　口座振替については再振替ができないことから振替前までに口座残高のご確認をお願いします。
　納税貯蓄組合に加入されている方は、各組合長に納付書を送付しています。

■土地・家屋価格など縦覧制度の閲覧について
　令和４年度固定資産税の納税者の方は、「土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿」を縦覧できます。
　　日　　時：令和４年４月１日（金）〜５月２日（月）　午前８時30分〜午後５時15分
　　場　　所：広野町役場町民税務課
　　必要書類：申請者の印鑑・身分証明書・固定資産税納税通知書など
　　　　　　　代理の場合は委任状
　　そ の 他：同帳簿には、所有者の情報は記載していません。
　　　　　　　また、同帳簿の写しの交付は行いません。

【町税などの納期】
税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

町・県民税 １期
６/30

２期
８/31

３期
10/31

４期
12/26

固定資産税 １期
５/２

２期
８/１

３期
９/30

４期
11/30

軽自動車税 全期
５/31

国民健康
保険税

１期
８/１
２期

８/31

３期
９/30

４期
10/31

５期
11/30

６期
12/26

７期
１/31

８期
２/28

９期
３/31
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Information　総務課

広野町タクシー利用料金助成事業のご案内
　町民誰もが安全で安心して生活できるまちづくりの
ため、日常生活での移動手段に不安を感じている高齢
者などを対象に、タクシー利用料金の一部を助成しま
す。

対象となる方
　広野町に住民票（住民基本台帳）を有し、以下の要
件に該当する方

（１）�申請日の属する年度の４月１日現在において75
歳以上の方

（２）�身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）な
どの規定による手帳の交付を受けた方

（３）妊娠中または出産後１年以内の方
（４）�運転免許証を自主返納した方（ただし、広野町

高齢者運転免許証自主返納者支援事業のタク
シー利用券を利用する場合は除く。）

申請方法
　役場総務課窓口にて申請してください。（※申請書
は役場窓口で準備します。）
　申請の際は、資格に要する本人確認などができるも
のをご提示してください。

※交付枚数は以下の申請時期により異なります。

▪４～６月に申請した方・・・・・24枚
▪７～９月に申請した方・・・・・18枚
▪10～12月に申請した方・・・・12枚
▪１～３月までに申請した方・・・ ６枚

利用方法
　タクシー券は１枚500円券とし、運賃を支払う際
にタクシードライバーに提出してください。（※一度
に何枚でも使用できますがおつりは出ません。）
　また、タクシー券の有効期限は、利用決定日の属す
る年度の末日までとなり、利用区間は町内のみとなり
ます。

利用できるタクシー会社
広野タクシー有限会社　☎0240ｰ27ｰ2151
営業時間　午前７時～午後９時
問  広野町　総務課　財政管財課

☎0240ｰ27ｰ2111

Information　こども家庭課

令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金（支援給付金）の
申請がお済みでない方へ
　現在支給を行っている「令和３年度子育て世帯への
臨時特別給付金」について、離婚などにより対象児童
の養育者になっているにも関わらず、給付金を受け取
れない方に対し、対象児童一人につき10万円を給付
します。
●支給対象者

①�令和３年９月分の児童手当支給対象となる児童
（中学生以下）

②�令和３年９月30日時点で高校生等（平成15年４
月２日～平成18年４月１日生まれ）の生徒

③�令和４年３月31日までに生まれた児童手当の支
給対象児童（新生児）

　のうち、

　�●中学生以下の場合：８月31日
　●高校生などの場合：９月30日
　�以降に離婚などにより、現在児童を養育しているも

のの、給付を受け取っていない方。
　※�詳細については、広野町こども家庭課にお問い合

わせください。
●支 給 額　対象児童１人につき10万円
●申請期限　令和４年４月28日（木）必着
●申 請 先　�こども家庭課窓口に直接または郵送でご

提出ください。

問  広野町　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115
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Information　町民税務課
町税などの納付は、口座振替をご利用ください！

固定資産税は５月２日が納期限です
　固定資産税（１期）の納期限などは、次のとおりです。
●納 期 限　令和４年５月２日（月）
●納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店
　　　　　　⑦大東銀行　本・支店

　　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　　⑨コンビニエンスストア
●口座振替日　あぶくま信用金庫　　
　　　　　　　令和４年５月２日（月）
　　　　　　　その他の金融機関　　
　　　　　　　令和４年４月27日（水）
　　　　　　　※�口座振替については、振替日前に口

座残高のご確認をお願いします。

問  広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

Information　生涯学習課

「文化の薫り高いまちづくり」へ向けて
　　　　　　　　　　　　文化交流施設 完成
　旧幼稚園舎は、昭和51年３月に建築され、昭和55
年11月に増築した建築物です。平成31年４月広野こ
ども園の開園に伴い、役目を終えることになった旧幼
稚園者の活用について、平成30年度に「広野幼稚園
舎有効活用検討委員会」が設置され、旧広野幼稚園舎
の有効活用法について検討が行われました。検討した
結果は「広野幼稚園舎有効活用提言書」として取りま
とめられ、平成30年12月５日、広野幼稚園舎有効活
用検討委員会より町長に提出され、福島再生加速化交
付金（既存ストック活用まちづくり支援）等を活用し、
文化交流施設として整備を行いました。
　今後は、多くの人が集う新たなコミュニティの場と
して活用していきます。

供用開始日
令和４年４月19日（火）

開館時間
午前９時～午後７時
※土日祝日は、午前９時～午後５時
町民向けの内覧会を令和４年４月17日（日）
午前９時～午後５時に予定しております。

駐車場
外構工事が完了していないため、駐車場が使用できま
せん。築地ケ丘公園駐車場・公民館駐車場をご利用く
ださい。
工事が完了しましたら、改めてお知らせします。

各部屋の用途など
【文化財等展示資料室】
庁舎内資料室に保管している恐竜の化石・広野町から
出土した埋蔵文化財を展示。

【出土品保管室】
埋蔵文化財等の出土品を分別、洗浄及び保管する保管
室。

【展示室】
広野で誕生した童謡に関する資料や「童謡まつり」に
おいて誕生した童謡に係る作品の展示及び町民が制作
した絵画や写真などを展示。

【文化活動交流室】
誰もが自由に文化活動交流をすることができる交流室。

【ホール】
郷土文化等に関する図書を配架。キッズコーナー併設。

【高等教育機関研究室】 
学術協定を締結している大学等の活動拠点となる研究
室。

【多目的ホール】
各種イベント、展示会、講演会など幅広く活用できる
多目的ホール。

問  広野町　生涯学習課　☎0240ｰ27ｰ3244
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Information　平年金事務所・健康福祉課

年金手帳について
　令和４年４月から、年金手帳は基礎年金番号通知書
に変わります
●対象となる方
　令和４年４月以降、
　・新たに年金制度に加入する方
　・年金手帳の紛失などにより再発行を希望する方
※�既に年金手帳をお持ちの方には基礎年金番号通知書

の発行は行いません。引き続き、年金手帳を大切に
保管してください。

問  平年金事務所　☎0246ｰ23ｰ5611
広野町　健康福祉課　保険年金係
☎0240ｰ27ｰ2113

Information　平年金事務所・健康福祉課

令和４年度 国民年金保険料について
　令和４年度の国民年金保険料は、月額16,590円で
す。保険料は、日本年金機構から送られる納付書によ
り、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができ
ます。また、クレジットカードによる納付やインター
ネットなどを利用しての納付、そして便利でお得な口
座振替もあります。
　保険料を納付することが経済的に難しい場合は、未
納のままにせず、保険料免除制度・納付猶予制度を、

学生の方は学生納付特例制度をご利用ください。
　更に、国民年金第１号被保険者で出産日が平成31
年２月１日以降の方は産前産後期間の免除制度があり
ます。

問  平年金事務所　☎0246ｰ23ｰ5611
広野町　健康福祉課　保険年金係
☎0240ｰ27ｰ2113

Information　福島県司法書士会・福島地方法務局

相続登記をしないとどうなりますか？
Ｑ�　先日父が亡くなりました。実家の土地建物は父の

名義です。
　不動産の相続登記はいつまでにすればよいですか？
　�また、相続登記をしないでおくと、どのようなデメ

リットがありますか？

Ａ�　現行法上（令和３年現在）、不動産の相続登記は
義務ではなく、申請期限もありません。

　�　しかし、亡くなった方の名義のままでは建て替え
も売却もできないので、いつかは必ず相続登記をし
なければなりません。亡くなった直後であれば問題
なくできていたはずの遺産分割協議が、時間が経っ
て相続人同士の関係性や経済状況が変わると円滑に
進まなくなることもあります。

　また、長期間相続手続きをしないでいるうちに相続
人が更に亡くなってしまい相続人は増えた結果、遺産
分割協議が困難になったり相続登記にかかる費用が増
大するケースもあります。
　また、法改正により令和６年４月１日からは相続登
記が義務化されます。正当な理由なく不動産の相続を
知ってから３年以内に相続登記をしないと過料が課せ
られる可能性もあります。
　不動産の所有者が亡くなったら、早めに相続人間で
遺産分割協議を行い、相続登記をしましょう。

ご不明な点は下記までお問い合わせください。
問  福島県司法書士会　☎024ｰ534ｰ7502

福島地方法務局　☎024ｰ534ｰ2045

基礎年金番号通知書

厚生労働大臣

基礎年金番号
ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸＸＸ

ﾌﾘｶﾞﾅ ネンキン タロウ
氏名 年金 太郎
生年月日 平成Ｘ年Ｘ月Ｘ日

令和Ｘ年Ｘ月Ｘ日 交付
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Information　環境防災課

令和４年度 狂犬病予防集合注射についてのお知らせ
　例年４月から５月にかけて実施している狂犬病予防
集合注射は、新型コロナウイルス感染症の影響により
延期します。日程については秋ごろを予定しています
が、決まりしだいお知らせいたしますので、よろしく
お願いいたします。
　動物病院等で個別に狂犬病予防注射を受ける場合
は、受付状況を事前に確認するなど、混雑を避けるよ
うにお願いいたします。

　※�動物病院等で接種をされた方は、狂犬病予防注射
証明書を広野町役場に持参してください。狂犬病
予防注射済票が発行されます。

問  広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114

Information　 デジサポ福島

テレビに関する無償支援について
　地上デジタル放送の映りが悪くてお困りの方は、「デ
ジサポ福島」の無償支援が受けることができます。お
気軽に相談受付ダイヤルまでご連絡ください。

相談事例
●テレビが映らない。写りが悪い。
●特定の放送局が写らない。季節によってテレビの写

りが悪くなる。
●帰還してみたらアンテナが壊れたり劣化している。
支援事例
●アンテナやケーブル、ブースターなどの点検
●地震・津波で壊れた（劣化した）アンテナ、ケーブ

ル、ブースターなどの改修
●個別アンテナの新設工事
●共同アンテナの新設・加入工事

支援条件
●東日本大震災時に原子力災害被災地域にお住まい

だった方（被災証明・罹災証明）
※難視聴地域以外にお住まいの方は、平成27年４月

１日以降に帰還する（帰還した）世帯が対象です。
●ＮＨＫ放送受信契約者、または今後受信契約を結ば

れる方
　※ＢＳ・ＣＳ放送は対象になりません。

【相談受付・支援申込先】
　�デジサポ福島　（総務省　福島原発避難区域テレビ

受信者支援センター）　☎0570ｰ007ｰ401
　（IP電話からは☎024ｰ525ｰ8220）
　受付時間　午前９時〜午後６時
　　　　　　 （土日祝日・年末年始休日を除く）
　〒960ｰ8031 福島市栄町10ｰ21 福島栄町ビル７階
　Webサイト　https://www.digisuppo-fukushima.jp/

Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
就職相談
　あなたの「働きたい」をサポートします！
　「応募までの一歩が踏み出せない」「自分の強みやア
ピールポイントがわからない」「早く就職するために
計画的に進めたい」「たくさん応募しているのに採用
されない」こんな困りごとはありませんか？
　就職活動の進め方やハローワークの活用方法など、
相談員がさまざまなアドバイスを行います。
　あなたのサポーターがここにいます！

●電　話　フリーダイヤル　0120-810-650
　　　　　受付時間：平日午前９時～正午、
　　　　　午後１時～午後４時30分
●メール　�ホームページ
　　　　　 ( https://fkkoyou.net/）の
　　　　　専用フォームから24時間受付中
●窓　口　※�予約制（フリーダイヤルに
　　　　　　お問合せください）

はたらっこ
働きたいネット  検索問  福島広域雇用促進支援協議会 広野窓口 （広野町産業振興課内）

☎0240ｰ23ｰ5586　0240ｰ23ｰ5587



保健だより
health information

222022.4 2022.4 広報ひろの 広報ひろの 

令和４年度広野町健康診査･各種検診のご案内
検 診 項 目 対　象　者 検診内容等 検診時期、場所 事 前 申 込

特 定 健 康 診 査
（ 広 野 町 国 保 ）

40～74歳の
広野町国保加入者

身体計測
血圧測定
尿検査
血液検査
心電図検査
眼底検査

総合検診
(7/5～7/9、

8/28)

不　要

特 定 健 康 診 査
(広野町国保以外）

40～74歳の
社会保険被扶養者
(�社会保険加入者本人の特定
健診については、職場にお
問い合わせください）

健 康 診 査 後期高齢者医療保険加入者
など（75歳以上の方など）

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血反応検査
（２日法）

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部レントゲン
検査結 核 検 診 65歳以上

前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性 血液検査

喀 痰 検 査 50歳以上で喫煙指数が
600以上の方 痰の検査

肝炎ウイルス検査 40歳以上で未検査の方 血液検査

骨 粗 鬆 症 検 査 40歳以上の女性 足骨密度測定

胃 が ん 検 診
（ ど ち ら か 一 方 ）

40歳以上 バリウム検査

50歳以上　隔年
（年度末年齢が偶数の方）　

胃カメラ
（自己負担有り）

指定医療機関
（10～11月）

後日お知らせ
します。 

乳 が ん 検 診

30歳代の女性　　隔年
年度末年齢が偶数の方 エコー

保健センター
40歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 マンモグラフィ

子 宮 頸 が ん 検 診 20歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 細胞診

保健センター
または
指定医療機関

※日程など変更する場合もありますので、詳細は「広報ひろの」でご確認ください。
※乳がん、子宮頸がん検診については前年度の受診歴のない方も対象になります。

 問  広 野 町 保 健 セ ン タ ー　☎0240ｰ27ｰ3040　〒979ｰ0408　双葉郡広野町中央台一丁目７番地
広野町役場　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113　〒979ｰ0402　双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
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♥ 心の相談会 ♥

　様々な心の問題についてお困りの
方、またその家族の方を対象に、臨
床心理士による「心の相談会」を実
施しています。自分ひとりで悩まず、
お気軽にご相談ください。
　２日前までにご予約ください。
日時：令和４年４月27日（水）
　　　午前10時～正午
場所：広野町　保健センター
問 ☎0240ｰ27ｰ3040

休日などの診療医療機関
施 設 名 高 野 病 院 馬 場 医 院
所 在 地 下北迫字東町214 下浅見川字広長100ｰ6
電話番号 ☎0240ｰ27ｰ2901 ☎0240ｰ27ｰ2231

診 療 日
4/3（日）、4/17（日）、

4/29（金）、
5/1（日）、5/4（水）

4/10（日）、4/24（日）
5/3（火）、5/５（木）

診察時間 午前９時～午後３時 午前９時～午後３時
※変更となる場合がありますので、事前に当番医療機関へお問い合わせください。

たっぷり白菜と豚肉のあんかけ丼

３色ナムル

材料（４人分）
【Ａ】
（酒…大さじ２　しょうゆ…小さじ２分の１　片栗粉…大さじ２）
・豚こま切れ肉…200ｇ　・白菜…４枚（400ｇ）　
・しいたけ…２枚　・水…150ml　・しょうが…１かけ（15ｇ）　
・ごま油…大さじ１　・鶏がらスープの素…小さじ２

【B】
水溶き片栗粉（片栗粉…大さじ１　水…大さじ１）　　
・ご飯…米1.3合分

①�　豚肉は食べやすい大きさに切る。ボウルで【A】をよく混ぜ、
豚肉に絡めて10分ほど置く。

②�　白菜をざく切りにし、芯と葉を分ける。しいたけは石づきを
取り薄切り、しょうがは千切りにする。

③�　フライパンにごま油（大さじ２分の１）を熱し、①の豚肉を
焼いていったん取り出す。

④�　同じフライパンにごま油を入れ、しょうが、白菜の芯を入れ
炒める。芯がしんなりとしてきたら、白菜の葉としいたけを加
え軽く炒める。

材料（４人分）
・もやし…100ｇ　・ニラ…１束（100ｇ）　・にんじん…３分の１本（50ｇ）
・炒り白ごま…大さじ２分の１　・ごま油…小さじ２　・鶏がらスープの素…小さじ２

①　ニラは３㎝、にんじんは千切りにする。
②�　耐熱ボウルにもやしとニンジンを入れ、ふんわりとラップをし、
　電子レンジ（600W）で２分ほど加熱する。ニラに加えてさらに
　１分半加熱し、しっかりと水気をきる。
③　②にごま油、白ごま、鶏がらスープの素を加えて和え、完成。

エネルギー　355kcal
塩分　　　　1.2ｇ

エネルギー　47kcal
塩分　　　　0.6ｇ

　�豚肉を戻し入れ、水（150ml）を加えふたをして煮る。煮立ったら鶏がら
スープの素、しょうゆを加え、【B】の水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑤　器にご飯を盛り、④をかけて完成。

食改さんのおすすめレシピ食改さんのおすすめレシピ vol.1



保健センタートレーニングルーム利用のご案内
●時　間：月～金曜日　午前９時～午後５時（※祝日・年末年始を除く）
　　　　　火曜日と木曜日のみ、午後８時まで利用可
●対　象：広野町民　　●料　金：無料
●持ち物：室内運動靴、タオル、飲み物（保健センター内に自動販売機はありません）
●注　意：�新型コロナ感染症対策のため、マスクを着用しての利用をお願いしています。密を避け

るために、利用人数を制限させていただくことがあります。雨天の場合は事前に電話で
ご確認ください。

　　　　　なお、新型コロナウイルスの感染状況によっては利用を中止する場合があります。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

うちトレ
おうち

でトレ
ーニン

グ
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　みなさんこんにちは(^^♪　暖かくなってくるこの季節！こんな時は屋外で人混みを避けて運動でき
るウォーキングやランニングに出かけたくなりますよね？ウォーキングやランニングに大事なのは足
だけではありません！足がすぐ疲れてしまう方、実は腕が使えていないからかもしれません。体を全
体的にトレーニングしていくと運動の効率も上がっていきます。是非チャレンジしてみましょう！

肩・腕周りの
ストレッチ・トレーニング編

①　肩回りのストレッチ
【やり方】
１．写真１のように足を肩幅に開き立ちます。両手の指先で肩を触りま

す。
２．写真２のように肩を中心に肘を大きくリズムよく回します。
３．逆回しも行います。

【ポイント】
・３秒で１周するくらいゆっくり回しましょう。
・肘は前→上→横→下を通るように大きく回しましょう。
・１セット20回を目安に行いましょう。

②　腕・胸のトレーニング（腕立て伏せ）
【やり方】
１．写真３のように両手は肩幅よりやや広めにし、頭から足先までを一

直線にします。
２．写真４のように肘を曲げ、胸が床につくまでさげます。その後、体

を押し戻して最初の姿勢に戻ります。
【ポイント】
・腰が曲がらないようにしましょう。
・腕立て伏せが難しい方は膝を付けて行ってみましょう。
※１セット５～10回で行い、慣れてきたらセット数・秒数を増やして

いきましょう。

写真３

写真２

写真１

写真４



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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本のリクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本のリクエストを受け付
けております。
　また、ご家庭で不要となった本をリサイクル図書
等として活用しております。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。

寄贈本について
　今回（令和４年２月１日～２月28日）は
４名の方に寄贈頂きました。
登録51冊／リサイクル２冊・合計53冊
ありがとうございました。
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で

瀬
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人
生
で
め
ぐ
り
逢
っ
た
人
々
、
愛
し

た
男
た
ち
、
そ
し
て
家
族
の
記
憶
。
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に
愛
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、
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を
燃
や
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ペ
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に
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き
抜
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た
99
歳
。

　「
そ
の
日
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を
み
つ
め
て
綴
り
つ
づ

け
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、
最
期
の
長
編
エ
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書

　
１
９
５
０
年
４
月
30
日
に
図
書
館
法

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
。

「
東
京
書
籍
館
」
が
東
京
の
湯
島
に
設

立
さ
れ
記
念
し
た
も
の
。１
９
７
１
年

の
全
国
図
書
館
大
会
で
決
定
さ
れ
、
翌

年
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ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◇
関
連
図
書

図
書
館
ね
こ
デ
ュ
ー
イ
～
町
を
幸
せ
に

し
た
ト
ラ
ね
こ
の
物
語
～

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
マ
イ
ロ
ン
：
著

羽
田
詩
津
子
：
訳

　
１
９
８
８
年
の
あ
る
寒
い
日
の
朝
、

公
共
図
書
館
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

子
ね
こ
が
い
た
。
発
見
し
た
の
は
、
図

書
館
長
の
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
。
救
い
出
さ
れ

た
子
ね
こ
が
、
幸
せ
を
運
ん
で
き
た
！

本
当
に
い
た
世
界
一
か
わ
い
い
図
書
館

員
の
話
。

４
月
30
日
は

　『
図
書
館
記
念
日
』

新着図書紹介
・ひとりでカラカサさしてゆく／江國香織
・小説8050／林真理子
・桜風堂夢ものがたり／村山早紀
・伝説の家政婦沸騰ワード10レシピ②／タサン志麻
・寂聴さんに教わったこと／瀬尾まなほ
・野菜はすごい！／柴田書店：編
・おもしろい話、集めました。A ／ひのひまり　他
・ぎょうれつのできるスパゲッティやさん／ふくざわゆみこ
・虹いろ図書館のかいじゅうたち／櫻井とりお
・にじいろフェアリーしずくちゃん④／友永コリエ

他　17冊

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

５月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
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　It's tiring to live in the winter but 
the feather like falling of the crystal 
snow is comforting and blanketing the 
surrounding white is amazing.  These are 
the pictures I only saw in the movies and 

children's fancy books before. 
　With the arrival of spring, my daily life become a little easier.  
There is a joy when I see different types of flowers sprouting from 
the ground.  One of the most awaited of all is the time when 
cherry blossom blooms.  Before the pandemic, tourists would ask 
the right time to go to Japan. A very confusing question to give a 
specific date because flowering depends on the temperature.  I 
am fortunate to have been given the opportunity to indulge in the 
beauty that nature brings.  Here, I realized that the blooming of the 
cherry blossom is very important to the people of Japan.  Even the 
announcement of the beginning of the festival relies on the number 
of the first clusters approved by the officials. It gives new hopes 
to everyone's life.  Its flowers are soothing and bring charms to 
everyone's soul.
　Almost eleven years ago, Japan, especially this town experienced 
a devastating earthquake and a tragic tsunami that caused the 
explosion of the nuclear power plant.  It is painful to think that 
people have almost left this town.  But despite of that, nothing had 
stopped the cherry blossom from spreading its beauty to this town.
　Today, I stand with you in remembering the over a decade-long 
recollection of the destructive event in the lives of the people of 
this town.  May the courage be yours to overcome the challenges 
you have endured.  Like the magnificent cherry blossom tree that is 
as resilient as time goes on.
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会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
 問  広野町俳句会　☎090-7063-1676

　冬の生活は疲れますが、羽が舞い散るように振
る雪の結晶は心をなぐさめ、一面を覆う真っ白な
雪にはおどろかされるものです。私にとっては、
昔に子どもの頃に読んだおとぎ話や映画でしか見
たことがないような光景なのです。
　春の訪れとともに、私の日常生活が少し楽にな
りました。さまざまな種類の花が地面から芽生え
ているのを見ると、わくわくします。そのなかで
も、待望していることの1つは、桜が咲く時期で
す。コロナ以前では、いつ日本に訪れるべきかと
観光客はたずねるでしょう。しかし、開花時期は
気温によって変化するので、特定の日付を指定す
るのは非常に悩ましい質問ですね。自然がもたら
す美しさにふれられる機会を与えられて、私は幸
運です。さて、桜の開花は日本の人々にとって非
常に重要であることに気づきました。開花の始ま
りの発表でさえ、気象庁から公式発表されるほど
なのですから。それはすべての人の人生に新しい
希望を与えていますね。桜の花々は落ち着きがあ
り、すべての人々を魅了しています。
　およそ11年前、日本、特にこの町は原子力発電
所の爆発を引き起こすほどの壊滅的な地震と悲劇
的な津波を経験しました。この町をほとんどの方
が去ったと考えることは、心に痛みを覚えます。
それにもかかわらず、この広野町で桜がその美し
さを広げるのを止めるものは何一つありませんで
した。
　今日、この町に住み生活するみなさんの10年以
上にわたる記憶を、私も一緒に思い出しています。
みなさんが耐えてきた大変さを乗り越える勇気が
与えられますようにと祈っています。時が過ぎて
もなお、力強くあり続ける壮大な桜の木のように。
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広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第33弾

地中熱ヒートポンプのお話　３

公式サイト
です

公式インスタ
です

　地中熱のお話第３弾です。前回のクローズド型に続き、今回は移流型についてご紹介いたします。
移　流　型

　前回ご紹介した「クローズドループ型」は、地面に50ｍほど穴を掘り、
そこにＵチューブというその名のとおりＵ字型の管を埋めて地中の熱を利
用するものです。
　「移流型」は、基本的にこれと同じものです。「クローズドループ型」と
異なる点は、Ｕチューブを地下水に当てる点です。
　「クローズドループ型」のデメリットとして、熱交換を繰り返すとＵ
チューブの周囲の土が徐々に地上の温度に近づき、熱交換の効率が下がっ
てしまうことをお話ししました。
　これを解決するのが「移流型」です。
　「移流型」の場合、「クローズドループ型」と違って地上の熱エネルギー
を地下水が運び去ってくれます。このため連続運転しても効率が下がるこ
とが無いのです。
　ただし、デメリットもあります。これはデメリットと言っても運用に関
してではありません。設置の際に謂わばギャンブル的な部分があるのです。
　つまり、穴を掘ってはみたけれど、地下水が流れていませんでした。となっては「クローズドループ型」
になってしまうのです。それでも全く無駄になるわけではありませんが。確実にここを掘れば地下水脈に
当たるという根拠があれば良いのですがね。
　トロピカルフルーツミュージアムに設置している地中熱装置は、前回ご紹介した「クローズドループ型」
と今回ご紹介した「移流型」の他に、「タンク式」というものがあります。
　今のところ、この「タンク式」の熱交換効率が一番良いようです。
　「タンク式」は他の２種類に比べ、メリットが多いように思います。もちろんデメリット
もありますが。
　「タンク式」の図解はちょっと難しいかも知れませんが、次回は「タンク式」のご紹介を
したいと思います。
　まだまだ私たちも勉強中なので、拙い説明かとは思いますが、もう少しお付き合いください。
　また、現地でも実際に地中熱システムを見ながらお話もさせて頂きますので、お暇なら
来てよね。

　３月20日（日）、サッカー J３いわきFCのホーム開幕戦がJヴィレッジス
タジアムで開催され、１対０でSC相模原に勝利しました。スタジアムには、
2700人を超えるサポーターが駆け付け、選手を後押ししました。
　ホーム開幕戦に合わ
せ、８市町村のホーム
タウン協定締結セレモ
ニ ー が 行 わ れ た ほ か、

「フタバスズキリュウ」
の化石にちなんだいわ
きFCの公式マスコット
が紹介され、会場を盛
り上げました。

多くの観客が詰め掛けたスタジアム 公式マスコット

いわきFC　J３ホーム開幕戦　勝利
がんばれ！

1
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消防署からのお知らせ

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は 「ごみと資源の分け方・出し方」 を確認し、 
指定ごみ袋に分別して、 収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土月 火 水 木 金

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

4 月April

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

日 土月 火 水 木 金

1 3 4 5

8

15

22

29

2 6

9 10 11 12 13

16 17 18 19 20

23 24 25 26 27

30 31

7

14

21

28

5 月May

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

ペットプラペットプラ

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

広野町内ごみ収集カレンダー

火事と救急は119番
富岡消防署☎0240ｰ22ｰ2119
楢葉分署� ☎0240ｰ25ｰ2119
川内出張所�☎0240ｰ38ｰ2119

双葉郡内災害情報専用
テレホンサービス�
☎0240ｰ26ｰ0366

４月～５月にかけて山火事が多く発生します。
　冬からの乾燥が続き、枯れ葉などが燃えやすい状態になり、強風も重なることで
山火事が起きやすくなります。

令和２年　山火事の発生状況(全国)
山火事件数　1,239件

第１位【たき火】 410件　
第２位【火入れ】 215件
第３位【放火の疑い】 60件
　　 　 

双葉郡内　山火事の発生状況（過去10年）
山火事件数　17件　　

第１位【ゴミの焼却】３件
第２位【枯葉などの焼却】２件
  

　双葉郡内で発生している火災の多くは、山の近い場所でゴミや枯葉などを焼却し、強風での
飛び火や周囲の枯草に燃え移ることが原因で発生しています。その他の原因は、電線の火花（１
件）、カミナリ（１件）、取灰（１件）、溶接などの火花（１件）、放火の疑い（１件）、不明（７件）
となっています。
　双葉郡内では、現在でも山の手入れが行き届いていない場所が多く、火災が起きると燃え広
がる可能性が大きいため、出火防止をお願いします。
※ゴミの焼却は禁止されています。

全国山火事予防統一標語　『山火事を  防ぐあなたの  心がけ』
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水 道 修 理 当 番 表
業　者　名 令和４年４月 令和４年５月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 11日～17日 2日・3日･6日～8日･
23日～29日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　0240-27-3241 1日～3日･18日～24日 4日･9日～15日･
30日・31日

㈲山忠設備工業　0240-27-3311 4日～10日･25日～30日 1日・5日･16日～22日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団問  

１. 測定機関　�双葉地方水道企業団　　	
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３. 検査頻度　毎日　　
４. 測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　2022年２月１日～2022年２月28日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

小滝平浄水場 大船水源（表流水） 不検出 不検出 不検出

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

※�いずれの検体も、２月28日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/
kg）未満であることを示しています。※�現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しております。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）※�これまで暫定規制値が設定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短
く、平成23年７月15日以降の検出報告
がないことから、 国の規制の対象から除
外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10

水道水中における放射性物質のモニタリング結果
水道企業団からのお知らせ

蛇口における水道水中の放射性物質モニタリング検査の終了について
　双葉地方水道企業団では、安心して水道水をお使いいただくために、ご家庭の蛇口から出る水道水の
放射性物質検査を実施しておりましたが令和３年度については令和４年２月28日で終了となりました。
　なお、検査結果については地区ごとに集計したものを双葉地方水道企業団ホームページにて公表いた
しますのでご確認ください。
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広 野こど も 園

広 野 町 児 童 館

広 野 小 学 校

ひろの 元 気 教 室

↑６年生から指揮杖を引き継ぐ５年生

↑�令和３年度の６年生メンバーです ↑外遊びを楽しむ児童ら

↑お別れ会の様子

指揮杖を引き継ぐ

６年生を送る会 楽しい外遊び!!

がんばってね！

　新年度に向けて新しい鼓笛隊への引継ぎである「移
杖式」が３月３日に行われました。本来ですと６年生
が最後に演奏をしてから引き継いでいましたが、今年
は運動会の演奏の様子（ビデオ）を見た後、主指揮の
児童から指揮杖を渡すという形にしました。６年生か
らの励ましの言葉や５年生の決意発表があり、立派に
引継ぎことができました。

　令和３年度の「ひろの元気教室」は、６年生15名、５年生
10名、４年生10名の35名の児童が参加しました。令和３年
度の活動日数は、４月７日（水）から３月16日（水）までの期
間で112日、うち体験活動は23回でした。３月15日（火）の
６年生を送る会では、後輩から卒業生へと、記念品が手渡さ
れました。４月からはまた新しい生活が始まります。「規則正
しい生活の大切さ」や「お金の使い方」など、教室で学んだこ
とを今後もぜひ生かしていってください。

　みんなで植えたチューリップの芽が大きくなり、だ
んだんと暖かい日が増えてきました。児童館に登館し
た子どもたちは、「今日は外で遊べる？」、「遊びたい
なー !!」と元気いっぱい♪晴れた日は外へ出て、なわ
とびやホッピング、砂場遊びなど…好きな遊びを思い
きり楽しんでいます。児童館では新年度も楽しい思い
出をたくさん作っていきたいと思います♪

　３月８日にお別れ会を行いました。残念ながらみん
なで一緒には出来なかったけれど、各クラスのお友だ
ちが５歳児さくら組さんにダンスや劇で「ありがとう
☆がんばって」のメッセージを伝えました。さらに、
美味しいケーキとスペシャル給食でお祝いムード全開
でした☆最後にちゅうりっぷ組さんとひまわり組さん
が作ってくれたプレゼントをもらってお別れをしまし
た。元気なみんなが卒園するのはさみしいけれど小学
校に行ってもがんばってくださいね!!
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ふたば未来学園生徒数　合計　　 516人
　中学校 177人　 高等学校 339人

園児･児童･生徒数	 　合計　　 409人
　小学校　166人　　中学校　84人
　こども園  93人　　児童館　66人

R４.３.１現在

広 野 中 学 校ふ たば 未 来 学 園

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象
に、テーマ遊びや保護者同士で情報交換をする
場で、保育士などによる育児相談なども行って
います。
※�令和４年度のげんキッズは５月から開始予定

です。
問  広野こども園　☎0240ｰ27ｰ2345

■営業時間：午前11時～午後６時
■定 休 日：毎週土・日曜日
　詳細はふたば未来学園のホームページをご覧ください。
　https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

Caféふぅ からのお知らせ

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！

げんキッズげんキッズののご案内ご案内

　全校生を対象に生徒会アンケートを実施しました。
アンケート内容は、「ふたば未来学園生徒の心得をど
れだけ意識しているか」、「校則についての意識」、「試
験的自由服登校日について」、「高校１年次の部活動原
則入部について」です。高校生徒会長・中学生徒会
長・中高連携幹事からそれぞれ挨拶があり、アンケー
トの趣旨や思いを生徒に伝えていました。中高の生徒
会役員が、休校期間中もオンラインミーティングなど
を行って協議し、ついにアンケートを実現させること
ができました。ここからが本当のスタートです。生徒
の意見をもとに対話を重ね、より良い学校生活の実現
に向けて行動してほしいと思います。

↑実力テストに臨む３年生↑アンケートに記入する生徒ら

卒業・入試までのカウントダウン

クラブユースが開幕

↑クラブユースの試合の様子

　３年生にとっては、今回のテストが入試前の最後の
実力テストでした。全員が、本番さながらに真剣に取
り組んでいました。また教室には、卒業と入試までの
カウントダウンの数字が表示されていました。残りの
中学校生活を悔いのないように、全力で過ごしてほし
いものです。

JFAアカデミー福島　16期生　笛田　征衛門 　 　
　３月12日にクラブユースが開幕しました。新型コロナウ
イルスの影響があり、１、２月は、思うように活動ができ
ませんでしたが、自分たちで立てた「優勝」という目標を
達成するために練習では一人一人が一つ一つのプレーにこ
だわり、球際も強く、当たり負けないように常に練習から
意識して励んできました。そして試合当日、久しぶりの公
式戦でしたがチーム一丸となって、戦った結果、勝つこと
が出来ました。しかし、勝つことは出来ましたが課題も沢
山出てきました。クラブユースは、始まったばかりなので
課題を修正して、チーム一丸となって「優勝」という目標
を達成できるように努力していきます！

全校生に生徒会アンケート

JFAアカデミー福島



2022年４月23日土･24日日
会場：福島県・J-VILLAGE

〈両日共通〉 開場 13：00 / 開演 14:30 / （17:00終演予定）
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チケット情報・お申し込みは特設サイトから！
https://www.momoclo.net/haruichidaiji2022/ 春の一大事 検 索

コロナウイルス感染症の拡大に伴い、２年間の延期を余儀なくされていましたが、ついにこの春、イベントを開催することになりました！
春の一大事史上初の“三町合同大会”となる今回は、J-VILLAGEを中心に

楢葉町・広野町・浪江町のみなさまと“笑顔の日本代表”となるべくドリームチームを結成！
広大なJ-VILLAGEでだれもが笑顔で楽しめるお祭り騒ぎな２日間をお届け！
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（住民基本台帳人口による） （住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 
※町民居住者：町内における町民の居住者 ※滞在者：廃炉･復興関連事業従事者及び他市町村からの避難者

人口人口とと世帯数世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。

令和４年
２月28日現在

 実質人口 

5,832人
（4,217人＋1,615人）
（町内居住者＋滞在者）

 町のすがた 

世 帯 数　2,227世帯（－8）
住基人口　4,684人（－18）
 　（男） 　 2,476人（－9）
　 （女）　  2,208人（－9）

 人のうごき 

転　入　 12人
転　出　 25人
出　生　   2人
死　亡　   7人


